




















第一次 1952 年 ７ 月 ７ 日 大統領直接選挙制・両院制（拔萃改憲）
第二次 1954 年 11 月 29 日 初代大統領に限って重任制限撤廃（四捨五入改憲）
第三次 1960 年 ６ 月 15 日 議員内閣制・基本権保障拡大（４・19 革命）
第四次 1960 年 11 月 29 日 反民主行為処罰
第五次 1962 年 12 月 26 日 大統領権限強化・憲法裁判所廃止（５・16 軍事クーデター）
第六次 1969 年 10 月 21 日 大統領三選禁止条項廃止（三選改憲）
第七次 1972 年 12 月 27 日 維新憲法
第八次 1980 年 10 月 27 日 大統領間接選挙制（７年単任制）
第九次 1987 年 10 月 29 日 大統領直接選挙制・５年単任制（６月抗争）




は、1919 年の大韓民国臨時憲章で初めて言及され、1948 年７月 17 日の制憲憲法の土台と
なったものである。そして李承晩、朴正熙、全斗煥など（民主化以前の政治指導者）によ
る恣意的な憲法改正３が行われていく中でもこの点は維持された４。
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策）は、確固として認められ、国王、官僚及び士族には民衆救済が当然の責務であったと
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関係（1960 年４・19 革命、1979 年釜馬抗争、1980 年光州民主化運動、1987 年６月抗争、
そして民主化以後の各市民運動と蝋燭集会）は、いかに説明すべきであるか。
　今日の大韓民国憲法前文を見ると、40 年間の権威主義体制があったにもかかわらず、
1948 年当時の憲法前文がそのまま維持されているが、これは権力者と民衆との拮抗関係
に起因すると考える。しかも、1948 年の憲法前文は、1919 年４月に宣布された「大韓民
国臨時政府臨時憲章」に由来する。つまり、韓国民主主義は「米国による移植」より前に
すでに韓国（朝鮮）社会に根付いていたということであり、韓国民主主義の起源は「臨時
憲章」が作られる以前まで遡ってみる必要があるのである。

